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2011年11月発行（季刊）社団法人 日本縫製機械工業会

　当工業会の第8回臨時総会を開催し、ご来賓として経済
産業省産業機械課　石川邦彦係長殿にご臨席いただき
ました。議事としては、一般社団法人に移行後の役員、工
業会の定款変更、公益目的支出計画等の議案が承認され
ました。また、臨時総会を中断して第131回理事会を開催

　平成23年10月25日（火）、16:20よりホテルグランヴィ
ア大阪（大阪市北区梅田）において、記者発表及び懇親
会が開催されました。当日は報道関係者9社・10名が出
席し、安井会長から縫製機械産業並びに繊維・アパレ
ル産業の動向及び工業会事業について挨拶がありまし
た。更に、美馬副会長（JIAM2012実行委員長）から、
JIAM2012は規模を求めるのではなく、内容のある質の高
い見本市にしていく旨の挨拶があり、引き続き榎本専務理
事からJIAM2012の出展状況等について説明いたしまし

た。その後、懇親会が行われ、中村副会長の挨拶、廣瀬
副会長の乾杯で始まり、歓談の後、近藤副会長の中締め
で終了しました。なお、田島副会長も出席され、全体で31
名の出席となりました。

し、工業会の定款変更、公益目的支出計画、規程の制定、
平成23年度上期の事業概要、平成23年度下期の事業、
JIAM2012の進捗状況、当面のスケジュール等の議案が
承認されました。

（平成23年10月25日（火）、14:00～、ホテルグランヴィア大阪）
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記者発表及び懇親会を開催
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　当工業会が主催する国際アパレルマシンショー（JIAM 
2012 OSAKA）は、2012年9月19日（水）から22日（土）ま
で、インテックス大阪で開催します。国内外の出展者から
の要望により早期申込割引適用期限を2011年12月末日ま
でに延長しましたので、出展していただくことを期待してお
ります。（通常申込期限は2012年3月30日（金）まで）
　また、出展勧誘活動を積極的に行っており、2011年9
月27日（火）から30日（金）まで中国の「上海新国際博覧
中心」で開催されたCISMA2011（中国国際縫製設備展
覧会）で、JASMAブースを1小間設置して、JIAM2012の

広報映像の放映、ポスター、バナーを掲示するとともに、
出展案内、リーフレット等を配付するなど、JIAM2012の
ＰＲ活動を実施しました。更に、CISMA2011会期中の
9月28日（水）、11：00から会場内で内外プレス約30名が
出席してプレスブリーフィングを行いました。美馬副会長
（JIAM2012実行委員長）の挨拶に続き、JIAMデスク
からJIAM2012の概要について説明し、その後、質疑応
答が行われ、アジア地域のプレスを中心に高い関心と、
JIAM2012へ大きな期待が寄せられていました。

－早期申込割引適用期限を延長しました。出展申込をお待ちしております。－

－シンポジウム・セミナーの準備が進んでいます。－

　JIAM2012シンポジウムは、「縫製機械シンポジウム」及
び「リンケージシンポジウム」で構成されておりますが、そ
の基調講演とパネルディスカッションのテーマが固まりま
した。セミナーについてはテーマ及び講師の選定等具体
的な準備を進めています。特別企画についても具体的な
内容について固めておりますので、ご期待下さい。

　JIAM 2012の開催概要、出展要項等は、下記のホー
ムページでご覧いただけます。　
http://www.jiam2012.com

【お問い合わせ先】
　（社）大阪国際見本市委員会・JIAMデスク　　
TEL：06-6612-1666　　E-mail：jiam2012@fair.or.jp 

国際アパレルマシンショー（JIAM 2012 OSAKA）出展募集中

美馬副会長
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　平成23年9月26日（月）、17：10より上海で中国縫製機
械協会と当工業会のトップ会談を行いました。このたび同
協会のトップの役員交替が行われ、これまでの常務副理
事長から新たに就任されました何燁 理事長から、日中双
方が協力し縫製機械産業を発展させていきたいこと、来
年は訪日を実現させたい旨挨拶がありました。引き続き安
井会長から、CISMA2011の成功を祈念すること、来年の
JIAM2012へ同協会の方々に来ていただきたいこと、中国
が世界の縫製機械産業の発展に寄与することを期待して

　平成23年9月28日（水）、15：30より中国・上海で日本、
中国、ドイツ、米国の縫製機械業界による多団体会議が開
催され、4団体代表の挨拶及び縫製機械産業の現状・見
通し等について意見交換が行われました。
　出席者は、当工業会から安井会長（ブラザー工業㈱）、

いる旨挨拶がありました。
　その後、同協会の理事長を退任した田民裕 名誉会長
へ当工業会から記念品を贈呈しました。
　出席者は、当工業会から安井会長（ブラザー工業㈱）、
中村副会長（JUKI㈱）、美馬副会長（ペガサスミシン製造
㈱）、近藤副会長（ヤマトミシン製造㈱）、廣瀬副会長（㈱
広瀬製作所）、長谷副会長代理（蛇の目ミシン工業㈱）、
榎本専務理事他5名、中国縫製機械協会からは理事長、
名誉会長、副理事長など12名でした。

中村副会長（JUKI㈱）、美馬副会長（ペガサスミシン製造
㈱）、近藤副会長（ヤマトミシン製造㈱）、廣瀬副会長（㈱
広瀬製作所）、長谷副会長代理（蛇の目ミシン工業㈱）、榎
本専務理事他6名、中国から何燁理事長、副理事長など12
名、ドイツから9名、米国から6名でした。

多団体会議開催される

日中団体トップ会談開催される



4

編　集　後　記

本JASMA会報は、発行後、当工業会ホームページに掲載しております。
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第32回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクールについて

統　　計 生産、販売、在庫、輸出入状況（平成23年1月～ 8月）
（単位：台、百万円、％）

家庭用ミシン

前年比

工業用ミシン

前年比

合計

前年比

生　　産 販　　売 在　庫 輸　　出 輸　　入

数　量 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額数　量

 1,596 34,677 1,604 905 191,011 1,522 561,281 4,897

 78.8 78.2 79.8 20.5 93.8 86.2 95.1 90.3

 22,979 131,825 23,284 16,034 153,763 24,356 38,157 2,025

 104.1 107.0 102.0 116.1 99.5 98.0 135.6 122.3

 24,575 166,502 24,888 16,939 344,774 25,878 599,438 6,922

 102.0 99.4 100.2 93.0  96.3 97.3 96.9 97.8

34,532

77.4

125,560

112.2

 160,092

102.2

資料の出所／生産、販売、在庫：経済産業省生産動態統計　輸出、輸入：財務省通関統計

　朝晩はめっきりと冷え込み、紅葉の美しさが際だつ今日
この頃です。
　当工業会主催のJIAM2012は開催まで１年を切りまし
た。現在、実行委員会を中心に出展勧誘・来場誘致活動
を進めており、９月には中国・上海で行われたCISMA2011
でJASMAブースを出展し、広く海外に向けてJIAM2012
のＰＲ活動を実施しました。
　本号では、CISMA会期中に行われたJIAM2012プレス
ブリーフィング、日中団体トップ会談及び多団体会議の様
子等を中心に紹介しております。
　引き続き、皆様の期待に応えられる誌面作りに努めてま
いります。　　　　　　　　　　　　　　　　   （Ｉ. Ｍ）

　全国の小・中・高校生を対象とした「第32回ホームソーイング
小・中・高校生作品コンクール」は、会員各位のご協力により多
くの作品が寄せられ、応募点数は過去最高の4,682点になりま
した。今後は12月に第一次及び二次審査を行います。

〈応募部門〉
　　（1）小学生の部（５・６年生）

作品の種類による部門はなく、
小物・インテリア作品、衣服作品、
リメイク・デコ作品全てを含みます。

　　（2）中学生の部
①小物・インテリア作品部門　　
②衣服作品部門　　
③リメイク・デコ作品部門

　　（3）高校生の部
①小物・インテリア作品部門　　
②衣服作品部門　　
③リメイク・デコ作品部門


